
事業区分 ( 7 ― 1 )

＜事業実施実績＞
参加者

一般
(ｽﾀｯﾌ)

１５

(　2　)

２０

(　2　)

２１

(　3　)

１１

(　2　)

１５

(　2　)

＜効果と成果＞

あしやのガーデン運用に活用した。

報告し、完成した腐葉土は、１１月１２月に障がい者や市民ボランティアと協働して、リード

(氏名）

石本章宏
(特非)あしやＮＰＯセンター

私たちにできる小さな循環 CYCLE COMPOST＆バイオネスト

場所

(職名）

理事長

地域づくり活動NPO事業助成事業　実績報告

活動内容

（勉強会や定例会、講演会、イベントなどを幅広に記入）

「生ゴミを減らす暮らしへ・・・」CYCLE COMPOST
ワークショップ＆アイデア交換会
講師：ひと・杜・暮らし あまがえる

「生ゴミを減らす暮らしへ・・・」CYCLE COMPOST
ワークショップ＆アイデア交換会
講師：ひと・杜・暮らし あまがえる

10月18日

1月31日

「わたしたちができる小さな循環 バイオネスト」ワークショップ　講
師：ひと・杜・暮らし あまがえる

「生ゴミを減らす暮らしへ・・・」CYCLE COMPOST
ワークショップ＆アイデア交換会
講師：ひと・杜・暮らし あまがえる

7月18日

代表者名

※講演会、イベント等はタイトル・講師・会場等を併記

「生ゴミを減らす暮らしへ・・・」CYCLE COMPOST
ワークショップ＆アイデア交換会
講師：ひと・杜・暮らし あまがえる

団体名

事業名

年月日

定例は「月1回」

「毎〇曜日」等で
記入

4月18日

6月7日

現在、コンポストやバイオネストの見学者も増えてきている。今後は、これらの取り組みを

芦屋市内の各公園に広めていきたいと考えている。

との質問も寄せられ、関心の高さがうかがえた。

さらに、６月に実施したワークショップで仕込んだバイオネストの経過状況は、参加者に逐次

触れてもらうことで理解を深めることができた。また「今後、近隣の公園でも活用できないか」

リリリ・Meets本・古着の交換会×つくりかえる会」に参画し、CYCLE COMPOSTとバイオネストの

ワークショップを実施した。当日はこれまでのワークショップ参加者がアシスタントとして、

近隣の高校生と共に運営した。当日は、市長をはじめ多くの来場者に対し、竹パウダーを用いた

コンポストの仕組みや、庭の木の枝葉を再利用するバイオネストの効用を説明し、実際に材料に

広報効果を高めるため、芦屋市が主体となって実施した環境イベント「あしやのごみをへらそう

あしや市民活動セン
ター　リードあしや

あしや市民活動セン
ター　リードあしや

あしや市民活動セン
ター　リードあしや

あしや市民活動セン
ター　リードあしや

あしや市民活動セン
ター　リードあしや



＜今後の展望＞

＜収支決算書＞
（収入）

（支出）

期待している。

金　額（円)

４００,０００

０

４００,０００

地域づくり活動NPO事業助成金

事業収入等

３３４,７５０

１５０,０００

８７,０４０

５７１,７９０

０

５７１,７９０

項　　　目

人件費

謝金

印刷費

間接経費（一般管理費）

助成対象金額（円）
区分

１７１,７９０

５７１,７９０

左のうち

１６６,０００

１５０,０００

８４,０００

項　　　目 金　額（円)

４００,０００

合　計

直
　
接
　
経
　
費

広めていきたいと考える。

根気と継続を必要とする事業であるため、個々で実施するというよりも、励まし楽しみながら進める

協働運営が必要であると感じている。今回、芦屋市主催の環境イベントに協働参加したことで、

次年度の事業協力も求められた。これまで広がりに課題のあった事業だが、行政と連携して

取り組むことで、多方面への発信が可能となり、信頼性の向上にもつながるのではないかと

特に、バイオネストは市内の公園を多世代で取り組めるワークショップとして、行政、自治会に

小　計

合　計


